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キャピタランド（CATL） 
調整後ベースでは同 25.0％の増益、不動産ポートフォ

リオの安定化に取り組む 

 
 

 
 

フィリップ証券株式会社 
シンガポール | 不動産運営・管理| 業績フォロー  

BLOOMBERG CAPL:SP  | REUTERS CATL.SI 

• 2018/12 期 1Q（1-3 月）は、売上高が前年同期比 53.3％増の 13.75 億

SGD、営業利益が同 19.3％増の 5.40 億 SGD、純利益が同 18.8％減の

3.19 億 SGD。調整後ベースでは同 25.0％の増益であった。 

• 開発プロジェクトの進捗や新規物件取得による賃料収入の増加、フ

ァンドの連結対象化により増収だが、子会社売却益の反動で減益。 

• 経常的な収益の安定化のため、不動産ポートフォリオの構成比を投

資用不動産が 70-80％、売買用不動産を 20-30％にする方針である。 

What is the news? 

2018/12 期 1Q（1-3 月）は、売上高が前年同期比 53.3％増の 13.75 億

SGD、営業利益が同 19.3％増の 5.40 億 SGD、純利益が同 18.8％減の 3.19

億 SGD。シンガポールや中国で開発プロジェクトが進捗したほか、新規

物件の取得により賃料収入が伸び増収となった。キャピタランド・モー

ル・トラスト（CMT）、キャピタランド・リテール・チャイナ・トラス

ト（CRCT）、RCS トラスト（RCST）を 2017/8 より連結対象化したことも

売上を押し上げた。一方、ポートフォリオの再評価益や予見損失の引当

金の戻入れにより一部相殺されたものの、前年同期に計上したナッシム

の売却益の反動で最終減益となった。ナッシムの売却やファンドの連結

対象化の影響を除く調整後ベースでは同 25.0％の増益であった。 

地域別セグメントの概況は以下の通り。シンガポール・マレーシア・

インドネシアは、売上高が前年同期比 2.1 倍の 6.02 億 SGD、EBIT が同

4.4％減の 3.38 億 SGD。新規物件取得による賃料収入の増加や「Victoria 

Park Villas」や「Sky Habitat」、「Marine Blue」などのプロジェクトでの売

上計上により大幅増収だが、ナッシムの売却益の反動により減益。中国

は、売上高が同 25.7％増の 5.63 億 SGD、EBIT が同 45.5％増の 2.83 億

SGD。住宅の引渡件数は 1,328 件と前年同期の 1,215 件から増加。CRCT の

連結対象化も寄与したほか、商業施設の売却益も利益を押し上げた。ベ

トナムは、売上高が同 9.8％減の 2,050 万 SGD、EBIT が同 5.5 倍の 4,553

万 SGD。住宅の引渡件数は 259 件と前年同期の 116 件から増加。不動産

の売却益も寄与し増益となった。なお、住宅引渡件数の増分の大部分が

持分適用会社によるものであったため、減収となっている。その他は、

売上高が同 38.4％増の 1.98 億 SGD、EBIT が同 33.1％減の 4,440 億 SGD。 
How do we view this?  

2018/12 期 1Q 末、同社管理下の不動産残高（AUM）は 910 億 SGD であ

った。同社は、2020/12 期までに 1,000 億 SGD まで増やす計画である。ま

た、同社が所有する不動産ポートフォリオは 621 億 SGD で、その構成

は、投資用不動産が 83％、売買用不動産が 13％、その他が 4％であっ

た。経常的な収益の安定化のため、投資用不動産を 70-80％、売買用不動

産を 20-30％にする方針である。2018/12 通期の市場予想は、売上高が前

期比 5.4％増の 48.60 億 SGD、当期利益が同 27.9％減の 11.18 億 SGD。 
 

 

 

業績推移 ※参考レート　1SGD=82.56円

事業年度 2015/12 2016/12 2017/12 2018/12F 2019/12F

売上高（百万SGD） 4,761 5,252 4,609 4,860 5,126

当期利益（百万SGD） 1,065 1,190 1,550 1,118 1,149

EPS（SGD） 0.24 0.26 0.34 0.27 0.27

PER（倍） 14.54 13.42 10.26 12.93 12.93

BPS（SGD） 4.22 4.15 4.33 4.43 4.62

PBR（倍） 0.83 0.84 0.81 0.79 0.76

配当（SGD） 0.09 0.10 0.12 0.12 0.12

配当利回り（%） 2.58 2.87 3.44 3.44 3.44

　　（出所：会社公表資料をもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）

配当予想（SGD） 0.12 （予想はBloomberg）

終値（SGD） 3.49
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2000年にプロパティーインベストメントがDBSランドの株

式の一部を取得し合併して設立。アジア最大規模の不動
産会社で、総合開発、ショッピングモール、サービスレジ

デンス、オフィス、住宅、不動産投資信託（REIT）および
ファンドから成る850億SGDを超える資産を所有・運用し

ている。（2017/9/30時点）世界30ヵ国150以上の都市で
事業を展開。シンガポールおよび中国を主要市場とし、イ

ンドネシアやベトナムなどでも事業を拡大している。
投資運用事業では、シンガポールおよびマレーシアで

上場しているキャピタランド・モール・トラスト（CMT）、キャ
ピタランド・コマーシャル・トラスト（CCT）、アスコット・レジ

デンス・トラスト (Ascott Reit)、キャピタランド・リテール・
チャイナ・トラスト（CRCT）、キャピタランド・マレーシア・

モール・トラスト（CMMT）の5銘柄の不動産投資信託を保
有する。
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                （出所:Bloombergをもとにフィリップ証券作成）
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【レポートにおける免責・注意事項】
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見解をお伝えするもので、内容の正確性、完全性を保証するものではありません。投資に関する最終決定は、お客様ご自身
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